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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月10日(2017.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが勤務中である時間帯を記憶する勤務時間記憶手段と、
　ユーザの在席状況を取得する在席状況取得手段と、
　前記在席状況取得手段により取得された在席状況に基づき、当該ユーザが在席していた
時間帯を特定する在席時間特定手段と、
　前記在席時間特定手段により特定された在席していた時間帯と、前記勤務時間記憶手段
に記憶された勤務中である時間帯とに基づき、当該ユーザの勤務時間および在席時間を集
計する集計手段と、
　前記集計手段により集計された勤務時間および在席時間を通知する通知手段と、
　を備えることを特徴とするテレワーク管理システム。
【請求項２】
　前記集計手段は、前記ユーザの勤務時間帯における在席時間を集計することを特徴とし
、
　前記通知手段は、前記集計手段により集計されたユーザの勤務時間帯における在席時間
を通知することを特徴とする請求項１に記載のテレワーク管理システム。
【請求項３】
　前記ユーザが在席していた時間帯、離席していた時間帯、勤務中である時間帯をそれぞ
れ時系列に表示する画面上に、前記集計手段により集計された勤務時間中における在席時
間を表示制御する表示制御手段を備えることを特徴とする請求項２に記載のテレワーク管
理システム。
【請求項４】
　前記在席状況取得手段は、撮影された画像を解析することで得られる在席状況を取得す
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のテレワーク管理システム。
【請求項５】
　ユーザが勤務中である時間帯を記憶する勤務時間記憶手段を備える情報処理装置におけ
る情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の在席状況取得手段が、ユーザの在席状況を取得する在席状況取得工
程と、
　前記情報処理装置の在席時間特定手段が、前記在席状況取得工程により取得された在席
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状況に基づき、当該ユーザが在席していた時間帯を特定する在席時間特定工程と、
　前記情報処理装置の集計手段が、前記在席時間特定工程により特定された在席していた
時間帯と、前記勤務時間記憶手段に記憶された勤務中である時間帯とに基づき、当該ユー
ザの勤務時間および在席時間を集計する集計工程と、
　前記情報処理装置の通知手段が、前記集計工程により集計された勤務時間および在席時
間を通知する通知工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項６】
　ユーザが勤務中である時間帯を記憶する勤務時間記憶手段を備える情報処理装置におい
て実行可能なプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　ユーザの在席状況を取得する在席状況取得手段と、
　前記在席状況取得手段により取得された在席状況に基づき、当該ユーザが在席していた
時間帯を特定する在席時間特定手段と、
　前記在席時間特定手段により特定された在席していた時間帯と、前記勤務時間記憶手段
に記憶された勤務中である時間帯とに基づき、当該ユーザの勤務時間および在席時間を集
計する集計手段と、
　前記集計手段により集計された勤務時間および在席時間を通知する通知手段として機能
させるためのプログラム。
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